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【土づくり】
▼地表面が硬
く排水が悪い
と根が十分発
達せず、肥料
も効きにくく
なります。牛
ふん堆肥など
の有機物を投
入しましょう。
▼土壌が強い
酸性の園では、
苦土石灰を10
ａ当たり100か
ら200kgを１か
ら２回に分け
て施します。

【元肥】
▼春肥は、年
間施用量の半
分程度を施す
ことになりま
す。肥あたり
を防ぐため、
春肥を２回に
分けて施しま
す。
▼１回目は２
月下旬頃に10
ａ当たり配合
肥料(8－5－
6)100kgを施し
ます。

【せん定】
▼枯れた枝や
傷んだ枝は確
実に切除しま
す。
▼昨年表年の
場合：今年は
花数が少ない
と予想されま
すので、枝を
基部から切り
落とす間引き
せん定を主体
に、花芽をで
きるだけ切り
落とさないよ
うに、白い蕾
が見え始めて
から行います。
▼昨年裏年の
場合：今年は
花数が多くな
ると予想され
ますので、切
り返しせん定
を主体に、花
数を減らしま
しょう

【元肥】
▼春肥２回目
は３月下旬～
４月上旬にか
けて、10ａ当
たり配合肥料
（8－5－6）
50kgを施しま
す。

【苗の定植】
▼みかんの苗木
は３月中旬から
４月上旬に植え
付けます。
▼あらかじめ深
さ60cm程度の植
穴を掘り、植付
け一か月前を目
安にようりん
1kg、苦土石灰
2kg、完熟堆肥
10kgを混和し、
地面から20cmほ
ど盛り上げて埋
め戻しておきま
す。
▼植え付け時は、
苗木の根を乾燥
させないことが
大切です。根を
広げ土と密着さ
せて深植えにな
らないよう注意
しましょう。
▼植え付け後は、
支柱を立て、十
分にかん水し、
乾燥防止のため、
敷きわらをしま
しょう。

【除草】
▼除草は遅くと
も5月中旬まで
に終えます。除
草剤がみかんの
枝や葉にかから
ないように注意
しましょう。

【病害虫防除】
▼訪花昆虫（コ
アオハナムグリ
など）は、幼果
にひっかき傷や
リング状の傷を
つけて傷果の原
因となります。
開花初期から満
開期頃に防除し
ましょう。

【接ぎ木】
▼高接ぎ更新の
時期です。切り
接ぎは5月上旬、
腹接ぎは6月上
旬までに行いま
しょう。
▼穂木と台木の
形成層をきっち
り合わせ、接ぎ
木テープを巻い
て雨水が入らな
いよう注意しま
しょう。

【病害虫防除】
▼黒点病は枯れ
枝が伝染源とな
りますので、必
ず除去しましょ
う。
▼ハダニ類は薬
剤の抵抗性が生
じやすいため、
同一薬剤の散布
は年１回としま
す。
▼アザミウマ類
は落花後から幼
果への寄生が多
くなり、10月頃
まで発生を繰り
返します。チャ、
マキ、サンゴ
ジュなどに寄生
し、みかんに移
動しますので、
樹の近くではこ
れらの樹種は避
けましょう。
▼ヤノネカイガ
ラムシは年２、
３回発生します
が、成虫になる
と殻を形成する
ため、薬剤を散
布しても虫体に
直接かかりませ
ん。
▼殻を持たない
幼虫の発生時期
(6月中旬頃)に
防除します。

【粗摘果】
▼摘果の主な
目的は
(1) 適正な着
果量に調整し
て樹勢を維持
し、隔年結果
を防ぐ。
(2)残した果実
に養分を集中
させ、肥大を
促進させる。
(3)果実の大き
さや外観をそ
ろえ、糖度の
上がりにくい
部分の果実を
除去し品質の
向上を図る等
です。
▼生理落果が
終了してから
粗摘果を行い
ます。まず、
樹のすそやふ
ところの糖度
の上がりにく
い部分を除去
します。
▼粗摘果は、
早生温州では
８月上旬、普
通温州では８
月中旬までに
終えます。

【仕上摘果】
▼８月下旬か
らは仕上げ摘
果を行います。
▼最終的に早
生温州で25-30
葉に１果、普
通温州で20-25
葉に１果の割
合になるよう
に摘果します。

【収穫】
▼品質のバラ
ツキを無くす
ため、日当た
りや着色が良
いものから順
次収穫します。
▼青かび病や
緑かび病等の
貯蔵病害は、
果実の傷口か
ら病原菌が侵
入して発病し
ます。ハサミ
傷や押し傷な
どに注意して
作業しましょ
う。

【追肥】
▼秋肥（礼
肥）は10ａ当
たり配合肥料
（8－5－6）
100kgを施し
ます。
▼早生温州で
は収穫直後の
10月末から11
月に施用しま
す
▼普通温州で
は収穫終了後
では地温が下
がって根から
吸収できない
ので収穫直前
や収穫期（11
月中下旬）に
施用します。
▼施肥時期が
早過ぎる（収
穫2週間前よ
り早い）と着
色が遅れたり
浮き皮が増え
たりします。

＜温州みかん＞
・「おおさかアグリメール」で配信している、年間の主な作業を掲載しています。（気候条件等で前後することがあります。生育状況に応じて管理してください。）
・病害虫の発生は栽培ほ場の状況を良く観察し、毎月の病害虫発生情報は https://www.pref.osaka.lg.jp/o120090/nosei/byogaicyu/index.html を参照してください。
・防除薬剤は『大阪府農作物病害虫防除指針 https://www.pref.osaka.lg.jp/o120090/nosei/byogaicyu/boujo_shishin.html を参照してください。
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